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呼吸器感染症 におけるRU 28965の 使用経験
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新しいマクロライド系抗生物質RU 28965を 呼吸器感染症24例 に投与 して,そ の臨床効果,細 菌学

的効果,副 作用について検討 した。臨床効果は,急 性咽頭炎3例 中,有 効2,無 効1,急 性気管支炎

5例 はすべて有効であった。慢性気道感染症9例 中,著 効1,有 効2,や や有効1,無 効5,肺 炎7

例 中,有 効3,や や有効3,無 効1で あった。

細菌学的効果は,消 失4,交 代4,不 変2で 除菌率は80%で あ った。副作用として1例 に発疹がみ

られ,臨 床検査値の異常化としてGPT上 昇,GOTお よびGPT上 昇,GPTお よびA1-P上 昇がそれ

ぞれ1例 ずつみられた。

RU 28965は フランス,ル セル ・ユクラフ社において

開発された新しいマクロライド系抗生物質であり,Ery-

thromycin(EM)の9位 を2-Methoxy-ethoxy-methyloxime

で置換した半合成マクロライド系抗生物質で,Fig.1の

構造式を有する。RU 28965の 抗菌スペク トラムはEM

と同様であり,抗 菌力はEMと 同じか若干弱いが,胃 酸

抵抗性に優れると同時に吸収が良好で,血 中濃度のピー

クはEMあ るいはJosamycin(JM)の5～6倍 である1,2)。ま

た,血 中濃度半減期が約7時 間と他のマクロライド系抗

生物質と比較して長 く,体 内で代謝を受ける割合が少な

いという特徴を有する。

Fig. 1 Chemical structure of RU 28965

今回,私 どもはRU 28965を 呼吸器感染症患者に経口

投与 して,そ の臨床効果,細 菌学的効果,副 作用につい

て検討 したので報告する。

I.　対象と薬剤投与方法 ・量

呼吸器感染症24例 にRU 28965を 投与 して,そ の臨床

効果,細 菌学的効果および副作用について検討した。本

剤の投与対象の内訳は急性咽頭炎3例,急 性気管支炎5

例,慢 性気道感染症9例(基 礎疾患の内訳は気管支喘息

1,慢 性気管支炎2,慢 性肺気腫3,気 管支拡張症2,

陳旧性結核1),肺 炎7例 であった。年齢分布は21歳 か

ら80歳,性 別は男22例,女2例,体 重は38kgか ら78kg

に分布 していた。薬剤は全例において1回150mgを1

日2回,朝 夕食前に経口投与した。投与日数は3日 から

14日,総 投与量は0.9gか ら4.2gで あ った。

II.　臨 床 成 績

Table 1に症例の一覧を示 した。RU 28965の 臨床効果

は著効1,有 効12,や や有効4,無 効7で あ り,有 効以

上の有効率は54.2%で あ った。

本剤投与前の喀痰から13株 の病原細菌が分離され,S.

aureus 2株 はいずれも消失,S.epidermidis 1株 はH.infl-

uenzaeに 交代,S.pneumoniae 4株 の うち2株 が消失,1

株 はH.influenzaeに 交代,1株 は不明,H.influenzae 2

株 はいずれも不変,H.parainfluenzae 1株 はH.influenzae
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Table 1- 1 Therapeutic effect of RU 28965 on respiratory tract infections

*
: Normal flora

** : Not determined
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Table 1- 2 Therapeutic effect of RU 28965 on respiratory tract infections

* : Normal flora ** : Not determined
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Table 2- 1 Laboratory findings before and after administration of RU 28965

* : Normal range= GOT (0•`40), GPT (0•`35), Al- P (5•`12)
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Table 2- 2 Laboratory findings before and after administration of RU 28965

* : Normal range= GOT (0•`40), GPT (0•`35), Al- P (5•`12)
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に交代,C.freundii 1株 は不明,Achromobacter 1株 はP.

aeruginosaに 交代,P.aeruginosa 1株 は不変であった。

副作用 として1例 に発疹がみられ,臨 床検査値の異常

化としてGPT上 昇1例,GOTお よびGPT上 昇1例,

GPTお よびAl-P上 昇1例 がみられた(Table 2)。

III.　考 按

従来からEMな どのマクロライド系抗生物質は上気道

炎,Mycoplasma感 染 症,Chlamydia感 染症などに使用

され,近 年はCampylobacter腸 炎や,注 射剤はLegbne-

lla症に も使用されてきている。RU 28965の 抗菌活性は

EMと ほぼ等 しく,Legionella,Mycoplasma,Chlamydia

に対 して も優れた抗菌活性 を示すことが報告されてい

る3～6)。と くにLegionella症 の治療に際 し,現 在ではEM

の静注か,こ れにRFPの 内服を併用する方法がとられ

ている。

RU 28965は 胃酸抵抗性に優れ,従 来のマクロライ ド

系抗生物質よりも吸収が良く,高 い血中濃度 と長い半減

期2)ゆ えにLegionella症 の治療における期待が大きい。

さらに,本 剤はin votroで 好 中球のphagocytosisと

killingを増強するという報告もあり8),高 い治療効果が

期待される。しかし,慢 性気道感染症の起炎菌となるこ

とが多いH.influenzaeに 対 する抗菌力は強いとは言え

ず7),十 分 な治療効果を得るのには,投 与量の増量など,

検討すべき問題も残っている。
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THERAPEUTIC EFFICACY OF RU 28965 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS
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RU 28965, a new macrolide antibiotic, was orally administered to 24 patients with upper and lower respiratory tract

infections. Clinical response was excellent in 1, good in 12, fair in 4 and poor in 7 cases.

Skin rash was observed in one patient, and slight elevation of transaminase in three.


